














































































































































































〃一Ｊｌｒｌ０Ｉ００Ｉ１Ｉ６ｆＩ０Ｌ１銭ＭＯＲＢ（ＬＬ Ⅲ ０６ 一■』、 ｉｔ ８０■｜Ｐｐ●いりＰゆ■ｐ
』
】
■
■
■
』
』
Ｐ
ロ
』■曰■■△グ
１罪
ゲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
０
ａｎｅＩｅ叩Ｈ
▲
OntohgJava
(SiganaA1kaliSuite）
n日１０，０
●
Ｉ
ｔＳ
￣－
■
Ｉ．．’．,,｡ＩＣＩ’
.－ﾕｰｰｰﾘ〆ｊＬく
－→
Hyrdotherm副alte恒tion…
■
●
Nauru
一OntongJava
Ｌ
０ⅡＵＡ ［、 ＢｕＩｋＥａ｢tｈ
ロ■口Ｓ
▲ＴＳ
●ＨＴＳ
ペルム紀前期のプルーム頭部の溶融によって形成されたであろう。nsはプルーム頭部のより
高温部（中心部）の溶融によって生成され、ＴＳは低温部（縁辺部）で形成された。これらの火
成活動の後、ペルム紀中期にＨＴＳがより低温のプルームの尾部の溶融によって生成されたと考
えられる。
ペルム紀前期における美濃・丹波海台の形成に加え、ペルム紀のシベリアと中国の洪水玄武
岩やリフティングに関連する火成活動などはスーパープルーム活動に関連していると考えられ
る。ペルム紀は白亜紀同様、地球のプルーム活動が活発な時代であったと考えられる。ペルム
紀前期のスーパークロン、黒色泥岩の生成、海水準の上昇とペルム紀末の大量絶滅はこれらの
一連のスーパープルーム活動に関連しているのかもしれない。
夜久野オフィオライト
夜久野オフィオライトは福井県大島半島から岡山県にかけて帯状に分布するペルム紀のオフ
イオライトである。夜久野オフイオライトは厚い海洋地殻を有し、背弧海盆に由来すると考え
られてきたが（例えばIshiwatarietaL,1990)、海台起源も提唱されている（Isozaki,1997)。
もし海台起源ならば、美濃丹波帯の緑色岩と同様にペルム紀のスーパープルームによってもた
らされた可能性がある。本研究では、これを検証するため、これまで詳細な岩石学的研究が行
われていなかった京都府夜久野地域の緑色岩と変斑れい岩について岩石学的、地球化学的研究
を行った.夜久野地域では下位に向かって黒色泥岩、緑色岩、変斑れい岩が重なり、これらが
向斜構造をなす。緑色岩は泥岩を密接に伴い、未固結な泥の上に溶岩が流れた様子が確認され
る。緑色岩の全岩化学組成はＴＬＭＯＲＢやＥ－ＭＯＲＢの特徴を示すが、それらに比べＴｉＯ２に乏し
く、微量元素組成パターンではＮｂの負異常が認められる。微量元素比は海台玄武岩やＭＯＲＢ
ではなく、背弧海盆玄武岩に類似する。また､緑色岩に含まれるクロムスピネルの組成もＭｏＲＢ
や海台玄武岩ではなく、背弧海盆玄武岩に類似する。これらの産状や化学組成は夜久野オフィ
オライトが海台ではなく背弧海盆に由来することを示している。さらに本研究では、変斑れい
岩に貫入するトロクトライト岩床の存在を明らかにした。このトロクトライトはオフリッジの
Ｎ－ＭＯＲＢ火成作用で形成された後期貫入岩であると考えられる。
以上のことから、夜久野オフイオライトは異常に厚い海洋地殻を持っているにt)かかわず、
スーパープルームとは直接のマグマ成因論的関係がないことがはっきりした。このように、美
濃・丹波帯緑色岩は、沈み込む海洋プレートの断片が付加したものであり、夜久野オフィオラ
イトは沈み込み帯の上で形成された海洋プレートの断片であるが、ペルム紀にはスーパープル
ームによってプレート運動が活発化し、沈み込み帯上のマグマ活動も活発になって、厚い海洋
地殻が形成された可能性はある。
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学位論文審査結果の要旨
提出された学位論文及び参考資料を各審査委員が個別に審査し，平成１７年１月２６曰に審査委員全員出
席のもとに口頭発表会と質疑応答を行い，それらの結果に基づき同曰審査委員会を開催して審議した結果，
次の通り判定した．本論文は西南曰本内帯，美濃・丹波帯の付加体に産する古生代ペルム紀の緑色岩（変質
した苦鉄質・超苦鉄質岩）及び夜久野オフィオライトのペルム紀緑色岩の詳細な地質学的，岩石学的，地球
化学的研究に基づき，プレート運動により現在の海洋底から証拠が全く失われている古生代ペルム紀の海洋
底マグマ活動の解明を目的とする鄙本論文は，曰本初の鉄ピクライトの報告とその成因論をはじめ，付加体
のチャート層中のＨＦＳＥに富むピクライト岩床，夜久野オフィオライト中のトロクトライトなど，新発見の
岩石について全岩・鉱物化学組成，同位体組成などの豊富なデータを提示し，岩石溶融実験の結果や世界各
地の類似岩との比較検討に基づいて岩石成因論を展開し，ペルム紀のスーパープルーム及び沈み込み帯の活
動による対照的な海洋マグマ活動をよく描き出した．本論文の夜久野オフィオライトに関する部分は既に国
際学術誌に印刷済みであり，ピクライトに関する部分も投稿中で，その同位体組成及び付加体の玄武岩質緑
色岩に関する部分も投稿可能なレベルに達している．本論文の研究成果は世界の緑色岩研究を大きく進歩ざ
せるものであり，博士の学位に十分値すると判断される．
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